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序 説
文部省の全国学力調奈は，児童生徒の学力の実態会とらえることによって，学習指導の改善や教育課
程に関する方策の樹立，さらに教育諸条件の整備などに彼だてようということを目的にして，中学校は
昭和36年度から匡悟・社会・数学・理科・英語の5教科について全中学校全対象に，その 2・5年生
に対し毎年度，小学校は37 Iif-}立から国語・社会 ・算数・ 1理科の 4教科について，とのう ち2教科ずつ
を毎年度，全小学校の約20%を抽出して，その 5・6年生に対して実施されてきた。文部省では昭和
3 9年 10月14日， との全国学力調査の改善案について発表し，その調査結果安正しく活用する方策
応ついても，たえず研究しなければならないととを示しているのであるが， とれまでの調奇の結果を直
接に分析する方法のみでは児童生徒の問題解決に至る思考過程や，主主礎的な知識 ・理解について推測す
るととはむずかしい。。当研究所で38年度からとりあげてきた分析的研究は，との調書ま結
系金具体的な学習借導にどのように活用するか，についてl直接役だっ参考資料を提供するために行なっ
ているのである。
l 研究の目的
全国学力調査の結果に闘して分析的に研究し，その成果生学習指導の改善により効果的に活用できる
資料を作る。
2 研究の方法
(1)学年と教科
児童生徒の学力の実態を長終学年でとらえるとととし小学校では第6学年金対象として， 国語・算
数について，中学校では第五学年金対象に，国語・社会・数学・泣科・英語の5教科について分析的研
究を行なった。
ただし，巾学校社会科の内容は，第2学年ーが地理的分野，第3学年ーが歴史的分野となっているので，
社会科については，さらに第2学年を加えるととにした。
(2) 対象校と問題の選定
• 
この分析的研究で，初め研究対象校iこ予定していた新潟市内の小・中学校は，新潟地震のため全国学
力調査が実施できなかったので，地震に影轡のない新潟市外の腿村と商業地域の小・中学校それぞれ5
か校ずつを対象絞として選んだ。
また，分析の対象とする問題の選定にあたっては，前記小・中学校各1学級計5学級について行なっ
た応答分析 (分析的問題の結果との比較に附いた)を参考にして，教育庁企画行政課による県内学校規
模別10か校抽出集計の結果にもとづいて，③正答率の低い問題，⑮応答分布に探聞のある問題，など
を一応の基準として，分析の対象とする問題を選定した。
当教育研究所で分析の対象として選んだ全国学力調査問題は次のとおりである。
小学校 6 年
国語
問題 分野・鎖成等 通し審号
白 読むこと 2 
4 
己 読むこと 6 
7 
ね ら し、
文脈の中の語句の怠味を考える。
文章の要点を読み取る。
情景を読み取る。
文脈の中の語句の意味を考える。
? 1心情を読み取る。
算数
府扇分野・ 6闘域等通し答号
回 数量関係 1 7 
回 量と測定 1 9 
z回
; 
凶 形 20 
宇土
問題
日
回
中学校 2 年
-o-= 
分野 ・飼域等
地魁的分野
世界および
日本の製鉄
3長
地理的分野
位界本および
日 におけ
る0氾米控訴と小梢亥質
通し番号
1 9 
21 
30 
中学校 5 年
国語
問題 分野・鋪域等 ibiし番号
巴 読むこと 5 
文章の読解
囚 読むとと，笹 19 〈とと
文や文章の 20 
組み立て
ね ら し、
百分率悌2用法)1ごつしての問題を処理する能力
(以上，未満の理解を含む)
平面図形の求積に関する問題を処理する能力
平面図形の対称性についての理解
オョ ら し、
位界のおもな鉄鉱石産地についての知識
製鉄業のさかんな固における鮒何生産高の移り変わ
り，と〈に日本の急速な発途についての理解
日本における米と小変の生産や消費についての理解
ね ら い
文章の構成を読み収る刀
文章を組み立てる力
文章を組み立てる力，ことばのき支りの理解(単語
の形や意味の変化)
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岳国正答率保正答率
36.6 36.3 
25.7 24.0 
38.2 35.2 
44.5 38.2 
58.0 56.7 
梓国正答率県正答率
2.6 2.5 
14.4 1 1.0 
2ヱ? 28.7 
全国正答率県正答翠
53.4 51.1 
21.8 19.5 
23.4 23.4 
全国正答率県正答率
35.4 32.6 
46.6 42.7 
30.1 27.7 
社 .0. :z;ζ 
問題 分野・鏑域等 通し務号 ね ら し、 全国E答率 県正答率
日 歴史的分野 6 わが国にはじめてキリス ト教が伝来したこととl直接 2ヱ5 24.1 
6世紀から 関係のある取がらについての理解
1 9世紀ま
でのわが国
の歴史上の
おもな事が
ら
日 歴史的分野 9 平安時代の外国との闘係についての理解ー 38.4 30.1 
平安時代の
政治 ・経済・
社会・文化・
外交
回 歴史的分野， 20 関税自主権の獲得(条約改正なる)についての年代 23.0 18.5 
2 0匙紀前 的な理解，略年表を読む能力
半における
日本や位界
のおもな事
がら
数
?
問題 分野・鎖域等 問しo:号 ねらい 会園正答率
囚 式文字を用い 1 0 具体的な事がらについて，文字を用いて数量を式に 20.3 
た式 表わす能力
回 式 16 連立二元一次方程式を尉いて問題を解決する能力 18.1 1 3.0 
一連立次方方程程式式， 
回 式 1 9 おうぎ形の弧の公式において，中心角を未知数とみ 44.3 36.5 . 
‘ て求める能力
公式の変形 20 おうぎ形の而積の公式の中の文字に式を代入する能 1 1.7 6.1 
力
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理科
問題 分野 ・領域等 通し番号 ね ら し、 全国正答率 県正答率
EY 生物的内容 光合成には酸化炭素が必要なととについての知 1 1.4 1 1.7 
光合成 識・理解と実験装置と目的との関係を考察する
力
? 7I(般化ナ トリクムの性質についての知識と実験 25.9 26.1 
装置と目的との闘係を考察する力
巴 化学的内容 3 温酸の性質についての具体的な知識 27.5 25.4 
醸 ・アJνヵ 4 水酸化ナトリクム水溶液の佐賀についての具体 26.0 24.5 
リ・塩 的な知識
5 rt和についての知識 ・1盟解 46.1 44.3 
6 水酸化ナ トリクム水溶液と塩酸との中和につい 1 8.1 13.2 
ての知識 ・理解
区| 物理的内容 7 音の高さと舷の太さ・長さ・張力との関係にゥ 5Z6 58目1
音 いての知識 ・涯解と条件を総合して判断する力
8 音の高さ と弦の太さ・長さ・張力との関係につ 68.7 6Z2 
いての知識 ・理解と実験の白的と実験装置とを
関述させて考えるノユ
回 物理的内容 1 3 オームの法員IJについての知識 ・理解とそれを電 50.5 4ヱ6
屯流 流回路に応用する力
1 4 電流計の鋳針を読む具体的な知識 5 0.8 464 
匹l物理的内容 2 3 電気抵抗についての知機 ・理解と与えられた条 64.0 62.8 
電流 イ牛を総合して判断する力と，配線図を説む力
2 4 電気抵抗についての知織 ・理解と，配線図を読 33.0 31.7 
む力
回 化学的内容 2 8 亜鉛と備酸との化学反応式についての知識・理 65.0 63.2 
酸と塩 解と氷紫の化学式についての知識
2 9 亙鉛と備酸との化学反応式についての知識 52.7 49.6 
3 0 亜鉛と備設との化学反応によってできる筏につ 42.1 39.1 
いての知識
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英語
問題 分野・鎖域等 通し番号 オ立 ら し、 全国正答率 県正答皐J
回 聞くこと 1 子音 (z) 68.0 67.7 I 
話すこと 2 二重母音 (0u) 27.6 22.6 
発音 5 文字 thの発音 (e) 66.9 65.8 
回 聞くとと 4 制詞句で終わる平叙文のくぎり 74.5 73.5 
訴すとと 5 主語十動詞+ tha tで始まる節の文のくぎり 60.3 58.2 
文のくぎり 6 形容詞句を含む長い主部の平叙文のくぎり 31.7 29.5 
回 容く こと 2 5 過去形の肯定文を過去形の否定文に転換して書く 43.9 40.1 
こと
叉の転換 26 過去形能動態の文を過去形受動態の文に転換して 62.2 59.2 
苦手くとと
2 7 f 0 u n d i t u n d e r :ny d e Sk 45.4 39.4 
という答えから疑問文を転換して替くこと
(3) 分析の観点
当教育研究所で分析の対象として選んだ会国学力調査問題について，次の三つの観点をとりあげた。
a この文部省作成の問地を解答するのに必要な，基礎的な知識や塑解のどこにふじゅうぶんな点
が~ったのか。
b との問題を児童生徒比 どのような恩考過程を縫て解答したのか，そしてどの部分てつまずい
たのか。
C との問題の問いかけや，設聞の意味を正し〈受けとって解答したのかどうか。
(4) 分析的問題の作成
分析の対象として選んだ問題に対して，各教科における分析の細かい観点にたっ て問題を作成し，こ
れを分析的問題と呼ぶととにした。したがって，本文中讃査問題とあるのは，昭和39年度の全国学
力調査に出題された問問であり，分析的問題とあるのは当教育研究所で意図的に作成した問題である。
との分析的問問には，内容的に次のようなものが含まれている。
a 調査問自の中に含まれているいくつかの基本要紫，たとえば中学5年理科大問白のように，
二酸化炭素の化学的性質と光合成のような，問題内容を構成している要素内容のどれにつまずいた
のかをみる間泊。
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b 調査問題の解答に必要な基本的な知識や盤解の欠陥を追求しようという問題， たとえば中学2
年社会大同 l亙についての分析的問題や中学3年組科大間 区]の分析等にも使用した形の閣ー題。
c 調資l問問を解答するために経たであろうと考えられる思考過程にそって，出j悶を段階的に緩み
立てた問題，たとえば中学3年数学大間巴の分析的問問因。
d 調査問題と向ー内容で，問いかけを変え，絞閉め表現によって，児童生徒の受け取り方がどの
ように影響きれるかを推測いうとした問題，たとえば中学3年齢大問囚 の分析的問問囚 の
ような問題。
e 情緒的反応をより明確にとらえるととができるように. I部立場所を多面的に与えるようにした
削旧，たとえば小字6年国語大間 二の分析的出J!ij。
(5) 分析的問題実施の方法
国語 ・社会・理科 ・英語については，6月実施の全国学力調査の結果と比較する必要があったので，
(2)分析の対象と問題の選定の項に記しである小 ・中学校において実施した。その計画は次表のとおり
である。
実施バ I岨
国語
(ノj、6)
社会
(中2)
国 語
(中3)
配
布
配
布
1 5 分
lヨT、...J
1 5 分
r-、
、ーJ
回
収
調
回
収
、ー
1 5分 2分
B 宜
¥-J 
~~ 回
布 収
4 a 分
査 (1) 
1 5 分
r-、
E 
配
、_J
副 配
I 布 収 布
-6ー
. 
1 8 分 1 0分 計60分
日直
r、
回 w
、ー' L_/ 
T配 回 配 回
布 収 布 収
5分 1 0分 計55分
休 調査 (0) 
回 憩 配 回
収 布 収
1 5 分 7分 7分 計59分
r-、 r-、 r-、
百 W v 
¥_) 
回 配 〕 回 配 〕 回. 収 布 収 布 収
社会
(中3)
理長 科
配
布
(cT3) I 配
布
英 暦
1 0 分 5 分
調査 (IJ 休
回
収 憩
50 分
調査 A 
3 5分 1 0 
4 0 
調 Tを
配
布
分
分 計55分
〔日〕
回
収
計 1D 0分 休憩5分を聞に含む
b O 分
調査 B 
計45分
回
収
調査 A 調査 B 
配 回 配 回(中3)
録音テープを使用するのでテープレコーダーを準備
布 収 布 収
算数・数学については，新潟市内の小・中学校が大地震のため全国学力調査を実施できなかったこと
を，逆に利用して，調査問問を含めた分析的問問をつくり，新潟市内の小・中学校それぞれ6学級ずつ
に次のような計画で実施した。
小 6算実施計画 中 3数実施計画
よそ a b c 住空 a b c 
国国国 四回目ElElロ 回盟国 四国思 国 回
回直 回目 回1elr 四回 回 ロg 回 司国 四 回 回
回
-、
盟国図 図面目 盟国副 l
日 阻函 図画 盟国
四国 四回: 盟国
西国回 ~l!き~ /ペロ~ / 
小 6 中3ともに周囲固などは分析的問砲の記号である。
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分析的問題は，全国学力調査実施5か月後の9月下勾に実施した。
その後，さらに追跡調査や分析考察をする際の推察困難な点のある児童生徒に， 個々面接をするなど
結果を考察する資料を得るための付帯調査を行なって， 分析的研究の結果をまとめた。
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